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乳幼児

夫婦
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核家族

ペット

エンジニアリング

コンテクスト
＝自然・緑

・・・建物が高層化し、地に足がつかない感覚。
　　　広い空間を仕切って密閉し、その中を分割。
　　　自然との応答関係がない。

・・・人は多くいるのに、孤独。
　　　社会からの孤立。

プログラム
＝人との繋がり

□プログラム＝人との繋がり
　●家族形態の変化

 　　　核家族化の進行　
 　　　少子高齢化　　　　
 　　　血縁・地縁のコミュニティの欠落
 　　　女性の社会進出

　● ”繋がり”と住まい～コレクティブハウジングという住まい方～

　　　　コレクティブハウジングとは・・・

　　　「1住棟あるいは1住宅団地内に独立完備した複数の住居と、日常生活の一部を共同化するための
　　　コモンスペースや設備が組み込まれている住まい」

　　　「多様な居住者が、共通の価値観の元にグループを形成し、その構成員全員で成立させる住居コミュニティ」

家族形態の多様化・小規模化

ハウジング名称

コレクティングハウジング

シェアードハウジング

グループハウジング

コーポラティブハウジング

定義

上述

ひとつの住居を複数人で共有すること。
個室はあるが、ラウンジ、キッチン、バス・トイレは
基本的に共用。

高齢者用の小規模福祉型住宅・施設。

入居希望者が集まり組合を結成し、
その組合が事業主となり
土地取得～設計者・建設業者の手配まで、建設行為の
全てを行う集合住宅。

住まいの形態

住戸＋コモン

個室＋コモン

個室＋コモン

住戸＋コモン

運営・管理

自主

自主

サービス

自主

所有形態

賃貸

賃貸

所有/賃貸

所有

目的

住コミュニティの獲得

経済性

身体機能低下の補助

納得いく住宅や街づくり

□プロジェクトの立案
　　

　都市で暮らしていると、合理性を優先した画一的な空間に接することが多い。
　それは私達に閉塞感や無味乾燥という感覚を与えているのではないか。

　では「ここちよさ」を感じる住まいとは何だろうか。

　設計の3要素のうち、コンテクストとプログラムから
　「ここちよさ」を追究することで、当プロジェクトを立案した。

□コンテクスト＝自然・緑　
　

  ●建物と緑の分断

　　　　　  原生的自然　　　　　　人手が入ることで発生する　　　　人為的に作られた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　二次的な自然　　　　　　　　　都市的自然
 
   　　　自然環境が与える風、水、光、緑の恩恵を、忘れ失っていないか
　　　　自然との応答関係がない住宅の集合が、都市環境を無味乾燥なものにしていないか
                 

　●緑被率
　　緑被率とは、樹林・草地、農地などの緑で覆われる土地の面積割合で、自然度を表す指標の一つ。
　　全国では東京が最も緑被率が低い。
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岩　手
高　知
長　野
愛　媛
佐　賀
栃　木
富　山
秋　田
岡　山
山　口
熊　本
福　井
福　島
島　根
山　梨
青　森
広　島
京　都
鹿児島
鳥　取
新　潟
沖　縄
長　崎
北海道
奈　良
宮　城
徳　島
兵　庫
山　形
大　分
和歌山
静　岡
全　国
三　重
石　川
岐　阜
群　馬
宮　崎
滋　賀
茨　城
千　葉
香　川
埼　玉
福　岡
愛　知
大　阪
神奈川
東　京

自然草原 (植生自然度1 0 )

植林地 (植生自然度5 )

自然林 (植生自然度9 )

二次草原 (植生自然度5 . 4 )

二次林 (植生自然度8 . 7 )

農耕地 (植生自然度3 . 2 )

                                                                                                              ( % )
0                   2 0                   4 0                    6 0                  8 0                   1 0 0

都内2 3区別緑被率

用途地域 (住居系/商業系/工業系 )と
緑被率を比較すると、住居の割合が高いほど、
緑被率が高いという相関関係が見て取れる。
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区　 分

区　　名 割　 合 割　 合 割　 合

千 代 田 453. 0 39% 711. 0 61% － 0% －

中 央 129. 1 13% 655. 5 77% 67. 0 8% 157. 8

港 925. 0 45% 708. 6 36% 360. 3 18% 40. 0

新 宿 1, 113. 1 61% 593. 2 33% 116. 7 6% －

文 京 693. 4 61% 361. 6 32% 76. 0 7% －

台 東 200. 8 20% 766. 2 79% 8. 3 1% 32. 7

墨 田 78. 8 6% 515. 1 41% 647. 4 52% 133. 7

江 東 703. 4 18% 365. 6 10% 2, 591. 7 71% 337. 2

品 川 913. 4 40% 400. 3 18% 929. 5 41% 28. 8

目 黒 1, 193. 2 81% 196. 2 13% 80. 6 5% －

大 田 1, 987. 8 33% 576. 7 10% 2, 964. 5 54% 513. 0

世 田 谷 5, 181. 1 89% 440. 8 8% 58. 7 1% 127. 8

渋 谷 1, 044. 5 69% 432. 8 29% 33. 9 2% －

中 野 1, 219. 8 78% 312. 0 20% 27. 2 2% －

杉 並 2, 918. 5 86% 430. 6 13% 52. 9 2% －

豊 島 809. 7 62% 437. 7 34% 53. 6 4% －

北 993. 7 48% 408. 5 22% 419. 9 23% 236. 9

荒 川 112. 3 11% 214. 1 22% 643. 7 66% 49. 9

板 橋 1, 860. 3 58% 425. 0 14% 753. 5 25% 178. 2

練 馬 4, 281. 1 89% 389. 2 8% 145. 7 3% －

足 立 2, 917. 2 55% 606. 0 13% 1, 286. 8 27% 510. 0

葛 飾 1, 783. 6 51% 252. 3 8% 989. 1 33% 459. 0

江 戸 川 2, 927. 9 60% 445. 5 11% 801. 2 19% 734. 0

用途地域

無 指 定

面　 　 積商　 　  業　 　  系 工　 　  業　 　  系

　 　 用　 　 　 　 　 途　 　 　 　 　 地　 　 　 　 　 域

　 　 指　 　 　 　 　 定　 　 　 　 　 面　 　 　 　 　 積

小　 計 小　 計 小 計

住　 　 　 居　 　 　 系

豊島区は住宅の割合に比べ
緑被率が低い。



□コンセプト

□計画敷地

　●敷地

　　　　豊島区立文成小学校跡地 

      豊島区立文成小学校は、昭和２８年、池袋第二小学校から分かれ誕生。
      平成２６年に再び、池袋第二小学校と統合し、池袋本町小学校となる。
      平成２９年度には、現在の池袋中学校と池袋第二小学校の場所にできる新校舎に移り、豊島区では初の校舎併設型小中連携校となる。 

　●選定の背景
　　・都内の中でも、「緑被率が低い」、「1世帯あたりの人員が少ない」という特徴のある、豊島区を敷地のエリアとして選定。

　　・コレクティブハウスの適正規模である2 0～5 0戸程度の住戸を設けることができる
　　　ある程度の広さの敷地を確保するため、公共施設の跡地に着目して敷地を選定。

　●敷地の特徴
　　　豊島区の中でも、池袋本町は人口密度が高い地域で、特に池袋本町4丁目は、区の中で最も人口密度が高い。
　  　　
　　　池袋本町4丁目は緑被率が5 - 1 0%未満の地域で、緑が比較的少ないエリア。

　　　敷地条件は以下の通り。

↓池袋本町4丁目

＊「コレクティブハウジング」×「自然」
  
  自然・緑を感じることができる空間の中に
  コレクティブハウジングという居住形態の建物を設計する。

＊建物が自然に溶け込み   人が人の輪の中に溶け込む建築の設計
  建物と自然の境目を曖昧に
  人と人との境目を曖昧に
  曖昧で隙間だらけのほうが生き物は住みやすい



□建築計画
　
　・既存の小学校施設は解体し、新築とする。

　・集合規模4 0戸、1 0 0人ほどの人が集まる賃貸コレクティブハウジング。
　
　・各住戸の間は緑の ”隙間 ”で仕切り、風・光・水を感じることが出来るような空間設計とする。

　・コモンスペースは敷地中央に置き、個々の住戸からアクセスできるようにする。

　・コモンスペースは池を囲む形とし、水辺のある風景を演出する。

　・周辺の建物の高さと合わせて、建物高さは2~ 3層程度とする。

　・屋上緑化を取り入れる。またコモンスペースには共用菜園を設け、採れた食物を住民で共有する。

　・容積率9 9%、建蔽率4 4%。

第1種低層住居専用地域

種別 表示 内容

用途地域

都市計画道路

鉄道

第2種低層住居専用地域

都市高速鉄道

第1種中高層住居専用地域

第2種中高層住居専用地域

第1種住居地域

第2種住居地域

準住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

工業専用地域

都市計画道路

　所  在  地  ：東京都豊島区  池袋本町4丁目3 6－1
　用途地域  ：第1種中高層住居専用地域
　防火地域  ：準防火地域
　建築面積  ：4 6 8 3㎡
　建  蔽  率  ： 6 0％
　容  積  率  ： 3 0 0％

■計画敷地    ■大規模マンション・団地　　■公園　　■学校　　　■駅

1 / 4 0 0

1 / 3 0 0 0

植物の導管・師管のように
中央のコモンスペースから各住戸へ

つながりが広がる

細胞がひしめき合うように
”隙間 ”がひしめき合う

設計イメージ

下板橋駅

至  池袋

文成小学校
跡地

池袋中学校

池袋第二小学校

池袋第一
小学校



2 F

収納

玄関

リビング・ダイニング

ベランダ

寝室
子供室 子供室

風呂
洗面所

収納

1 F

B 1 F

吹抜 書斎暖炉

1 F

B 1 F

子供室

子供室

洗面所 寝室

収納

風呂

リビング・ダイニング

収納

和室 ベランダ

玄関

G . L

　 3 L D K  ( 3 ~ 5人用 )
　1 3 6㎡  ×  7棟

  4 L D K  ( 4 ~ 6人用 )
　1 8 2㎡  ×  5棟

断面図

1/ 1 0 01 / 1 0 0

吹抜

書斎

暖炉

玄関 リビング
ダイニング

収納

寝室

洗面所

風呂
収納

ベランダ

1 F

2 F

B 1 F

　 2 L D K  ( 2人用 )
　 8 6㎡  ×  1 1棟

1/1 0 0

玄関 リビング
ダイニング

収納

洗面所

風呂

寝室

ベランダ

1 F

B 1 F

立面図

G. L

  1 L D K  ( 1人用 )
　 5 6㎡  ×  1 7棟

1/1 0 0

●住戸エリア
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図書室

ランドリー

B 1 F

キッチン

女子
トイレ

キッチン

男子
トイレ

保育
エリア

ラウンジ

倉庫

食堂

ミニ
キッチン

オープン
テラス

男子
トイレ

女子
トイレ

食堂

吹抜

1 F 2 F

●コモンスペース

　 8 6 8㎡
  キッチン、食堂、保育室、共同菜園、
  図書室、ランドリーなど

外観パース

共用
菜園

共用
菜園

共用
菜園

3 F 1 / 1 0 0



3 F  レイアウト2 F  レイアウト 1/20 0


